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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
と
あ
る
一
族
の
話
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
１
０
Ｇ

【
作
者
名
】

　
ケ
イ
ス
コ
ン
プ

【
あ
ら
す
じ
】

　
闇
夜
の
森
。
背
の
高
い
木
に
一
羽
の
影
。
そ
の
影
は
闇
夜
も
切
り
裂
く
鋭
い

翼
を
持
ち
そ
の
影
の
眼
は
赤
く
揺
ら
め
い
て
い
た
。
ま
る
で
獲
物
を
狙
う
カ
ラ

ス
の
よ
う
に
ギ
ラ
ギ
ラ
と
揺
ら
め
い
て
い
る
。
「
モ
ク
ヒ
ョ
ウ
、
カ
ク
ニ
ン
。
」

と
呟
く
と
影
は
狙
撃
銃
の
ス
コ
ー
プ
を
覗
い
た
。
そ
の
１
里
先
に
は
、
炎
一
族

ホ
ム
ラ

の
集
落
そ
し
て
、
窓
越
し
に
映
る
村
長
の
遜
炎
。
ク
ロ
ス
バ
ー
を
遜
炎
の
頭
に

合
わ
し
、
引
き
金
を
引
い
た
。
『
ズ
パ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
』
風
ひ
と
つ
な
い
静

か
な
森
に
銃
声
が
鳴
り
響
い
た
。
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闇
夜
の
森
。

背
の
高
い
木
に
一
羽
の
影
。

そ
の
影
は
闇
夜
も
切
り
裂
く
鋭
い
翼
を
持
ち

そ
の
影
の
眼
は
赤
く
揺
ら
め
い
て
い
た
。

ま
る
で
獲
物
を
狙
う
カ
ラ
ス
の
よ
う
に

ギ
ラ
ギ
ラ
と
揺
ら
め
い
て
い
る
。

「
モ
ク
ヒ
ョ
ウ
、
カ
ク
ニ
ン
。
」

と
呟
く
と
影
は
狙
撃
銃
の
ス
コ
ー
プ
を
覗
い
た
。

そ
の
一
里
先
に
は
、
炎
一
族
の
集
落

ホ
ム
ラ

そ
し
て
、
窓
越
し
に
映
る
村
長
の
遜
炎
。

ク
ロ
ス
バ
ー
を
遜
炎
の
頭
に
合
わ
し
、
引
き
金
を
引
い
た
。

『
ズ
パ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
』

風
ひ
と
つ
な
い
静
か
な
森
に
銃
声
が
鳴
り
響
い
た
。

す
る
と
、

『
バ
サ
バ
サ
、
バ
ァ
サ
ッ
バ
サ
』

『
カ
ァ
ー
ァ
ー
、
カ
ァ
ー
カ
ァ
ー
』
と

木
か
ら
大
群
の
カ
ラ
ス
が
飛
び
立
っ
た
。

「
襲
撃
だ
ぁ
ー
」

『
ダ
ン
』

勢
い
よ
く
開
か
れ
る
扉

「
何
事
だ
！
」

「
族
長
、
焔
魔
様
！
村
長
が
撃
た
れ
、
空
か
ら
カ
ラ
ス
の
大
群
が
」

「
何
！
？
村
長
が
？
く
そ
っ
！
カ
ラ
ス
ど
も
を
焼
き
払
え
！
！
」

「
炎
術
操
炎
砲
起
動
！
標
的
確
認
！
」

「
起
動
率
…
１
０
０
％
！
」

「
操
炎
砲
発
射
！
」



3

『
シ
ュ
ー
ー
ー
ン
』

操
炎
砲
は
闇
夜
の
カ
ラ
ス
に
向
け
横
一
線
に
撃
ち
放
っ
た
。

『
ゴ
オ
ォ
ォ
ー
ォ
オ
ォ
ー
！
』

地
面
が
揺
る
ぐ
木
々
が
揺
れ
る

「
や
っ
た
か
！
？
」

「
確
認
し
ま
す
。
」

…
…
…

…
…

『
ァ
ー
ァ
ー
カ
ァ
ー
カ
ア
ァ
ー
』

「
ダ
メ
で
す
…
黒
煙
の
奥
か
ら
次
々
と
」

「
…
操
炎
防
護
壁
を
張
れ
！
」

「
了
解
！
」

「
防
護
シ
ス
テ
ム
展
開
！
」

「
操
炎
防
護
壁
作
動
！
」

「
来
る
ぞ
！
！
」

『
ド
ン
　
　
ド
ン
　
ド
ン
　
ド
ン
ド
ン
　
ド
ド
ド
ド
ド
ド
オ
ド
ド
ド
ド
ォ
ド
ド

ド
ォ
！
！
！
！
』

狂
っ
た
か
の
よ
う
に
カ
ラ
ス
が
防
護
壁
に
突
撃
す
る
。

『
ド
ド
ド
ド
ド
ォ
ド
ド
ド
オ
オ
ォ
ド
ド
ド
ド
！
！
！
！
』

や
が
て
疎
ら
だ
っ
た
カ
ラ
ス
の
群
れ
が
一
点
に
集
中
し
始
め
た
。

『
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
！
！

！
！
！
』

「
焔
魔
様
こ
の
ま
ま
で
は
、
操
炎
防
護
壁
が
破
ら
れ
カ
ラ
ス
が
侵
入
し
て
き
ま

す
！
」

「
…
私
が
出
る
！
」

「
焔
魔
さ
ま
！
？
」

「
大
丈
夫
だ
！
心
配
す
る
な
！
」

「
し
っ
！
し
か
し
！
！
」

「
こ
の
ま
ま
で
は
全
員
死
ぬ
ぞ
！
」

「
で
は
、
私
も
！
！
」
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「
ダ
メ
だ
！
お
前
は
烈
火
を
守
り
、
安
全
の
確
保
を
優
先
せ
よ
！
」

「
…
ク
ッ
…
了
解
…
」

「
豪
炎
！
」

「
は
い
！
？
」

「
…
…
烈
火
を
頼
ん
だ
ぞ
」

「
了
解
！
」

豪
炎
は
焔
魔
を
背
に
部
屋
を
後
に
し
た
。

長
い
廊
下
の
先
に
烈
火
の
部
屋
は
あ
っ
た
。

『
ガ
チ
ャ
』

「
烈
火
様
お
逃
げ
く
だ
さ
い
！
！
」

「
何
が
あ
っ
た
ん
だ
！
？
」

「
敵
襲
で
す
！
」

「
な
ん
だ
っ
て
！
！
」

「
敵
は
カ
ラ
ス
を
操
り
相
当
の
手
練
か
と
、
こ
こ
は
危
険
で
す
！
私
と
一
緒
に

お
逃
げ
下
さ
い
！
」

「
イ
ヤ
だ
！
！
俺
も
戦
う
！
！
」

「
い
け
ま
せ
ん
！
烈
火
様
は
私
と
一
緒
に
逃
げ
る
の
で
す
！
」

「
で
も
…
…
そ
う
だ
！
父
さ
ん
は
！
？
」

「
今
必
死
で
戦
っ
て
ま
す
！
」

「
だ
っ
た
ら
、
俺
も
！
！
」

「
駄
目
で
す
！
！
」

「
焔
魔
様
は
村
人
の
た
め
、
そ
し
て
烈
火
様
、
あ
な
た
の
た
め
に
戦
わ
れ
て
お

り
ま
す
！
」

「
…
お
…
俺
は
…
…
…
…
…
」

長
い
沈
黙
の
後

「
烈
火
様
！
！
」

「
…
…
分
か
っ
た
」

烈
火
は
涙
を
グ
ッ
と
こ
ら
え
豪
炎
と
共
に
、
部
屋
を
出
た
。
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「
焔
魔
式
操
炎
術
、
双
炎
龍
」

焔
魔
の
両
腕
か
ら
炎
の
龍
が
繰
り
出
さ
れ
た
。

『
ゴ
ァ
ー
ア
ァ
ー
オ
ン
』

ゴ
オ
ゴ
オ
と
燃
盛
る
龍
は
カ
ラ
ス
に
喰
ら
い
つ
い
た

『
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
　
ボ
ォ
ー
ボ
ォ
ー
オ
ー
』

焔
魔
の
双
炎
龍
は
カ
ラ
ス
を
食
ら
い
つ
き
焼
き
尽
く
し
た
。

「
皆
、
大
丈
夫
か
！
！
」

「
へ
っ
！
こ
れ
く
ら
い
余
裕
っ
す
よ
！
」

「
カ
ラ
ス
な
ん
ぞ
、
炎
一
族
も
舐
め
ら
れ
た
も
ん
じ
ゃ
な
！
」

「
皆
、
気
を
抜
く
な
！
！
」

と
隊
長
が
喝
を
入
れ
た
瞬
間

『
パ
ン
　
　
　
パ
ン
　
　
パ
ン
』

「
な
…
何
だ
…
と
…
グ
ハ
ッ
」

「
隊
長
！
！
！
？
」

「
ス
…
ス
ナ
イ
パ
ー
だ
！
」

「
隊
長
が
や
ら
れ
た
ぞ
！
！
」

「
狼
狽
え
る
な
！
操
炎
遮
弾
気
を
纏
え
、
打
ち
抜
か
れ
る
ぞ
！
！
」

炎
一
族
は
実
弾
を
遮
断
す
る
オ
ー
ラ
、
操
炎
遮
弾
気
を
纏
い
影
に
対
抗
し
た
。

だ
が
・
・
・

『
カ
ア
ァ
ー
カ
ア
ア
ァ
ァ
ー
』

「
何
！
」

四
方
か
ら
夥
し
い
カ
ラ
ス
の
群
れ
が
炎
一
族
の
集
落
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
瞬
く
間
に
集
落
は
カ
ラ
ス
の
群
れ
に
覆
わ
れ
た
。

空
は
カ
ラ
ス
の
群
れ
に
遮
ら
れ
、
集
落
に
闇
が
訪
れ
た
。

『
シ
ュ
ン
』

闇
を
切
り
裂
く
よ
う
な
鋭
い
一
撃

「
う
わ
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
」
…
ド
サ
ッ

「
何
を
し
て
い
る
！
早
く
火
を
灯
せ
！
」

『
ボ
ワ
ッ
』
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「
な
っ
！
」

火
を
灯
し
た
兵
士
の
前
に
は
、
闇
に
浮
か
ぶ
黒
い
人
影

閉
じ
た
翼
を
勢
い
よ
く
広
げ
真
空
波
を
走
ら
せ
た
。

『
キ
ュ
ー
ー
ー
ン
』

真
空
波
は
目
の
前
の
兵
士
を
木
端
微
塵
に
切
り
刻
み
、
次
々
兵
士
を
切
り
倒
し

て
行
っ
た
。

「
炎
術
、
参
天
火
焔
砲
。
構
え
！
」

「
発
射
！
！
！
」

『
ド
ゴ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
　
　
ド
ッ
ヴ
ォ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
！
』

「
標
的
に
命
中
し
ま
し
た
！
」

「
や
っ
た
か
！
？
」

「
…
…
…
…
」

「
…
何
…
だ
と
！
？
」

黒
い
影
は
漆
黒
の
翼
に
体
を
包
ま
せ
、
炎
一
族
の
渾
身
の
一
撃
を
防
い
で
い
た
。

そ
し
て
、
煙
を
纏
っ
た
翼
は
煙
を
薙
ぎ
払
う
よ
う
に
開
か
れ
た
。

『
キ
ィ
イ
イ
イ
イ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！
』

す
る
と
、
黒
い
真
空
波
が
数
百
と
発
生
し

周
り
に
い
た
兵
士
３
０
人
を
瞬
時
に
跡
形
も
な
く
消
し
去
っ
た
で
あ
っ
た
。

「
火
炎
弾
構
え
…
発
射
！
！
！
」

２
５
人
の
兵
士
が
焔
魔
の
命
令
で
一
斉
射
撃
。

『
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ァ
ァ
ン
！
！
』

「
続
い
て
、
蒼
炎
弾
構
え
、
…
…
発
射
！
！
」

後
続
の
兵
士
１
５
人
が
上
級
炎
術
を
繰
り
出
す
。

『
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
』

「
操
蒼
炎
、
龍
ノ
陣
！
全
員
持
ち
場
に
着
け
！
！
」

焔
魔
を
中
心
に
４
０
人
の
兵
士
が
円
形
に
な
ら
び
、
召
喚
呪
文
を
唱
え
た
。

「
蒼
き
炎
龍
よ
、
我
ら
の
前
に
姿
を
現
し
こ
の
漆
黒
の
天
空
を
焼
き
払
い
、
黒

い
影
を
焼
き
消
せ
！
」

円
陣
に
紋
章
が
浮
か
び
上
が
り
、
漆
黒
の
天
空
に
一
筋
の
光
が
差
し
込
ん
だ
。

次
の
瞬
間
、
『
ド
ゴ
オ
オ
ォ
ォ
オ
ォ
ン
！
！
！
』
カ
ラ
ス
の
群
れ
で
出
来
た
天
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井
は
焼
け
落
ち

そ
こ
か
ら
蒼
き
龍
が
現
れ
た
。
円
陣
に
向
け
一
直
線
に
降
り
て
行
く
。

神
々
し
く
煌
く
蒼
炎
の
龍
の
名
は
、

「
蒼
炎
龍
・
法
燈
、
光
臨
！
」

ホ
ウ
ト
ウ

法
燈
の
蒼
炎
が
天
空
を
焦
が
し
闇
が
晴
れ
て
い
く
。
法
燈
は
狙
い
を
黒
い
影
に

定
め
突
き
進
む
。

一
瞬
黒
い
影
の
眼
が
赤
く
光
っ
た
。
そ
し
て
片
手
を
龍
の
方
に
突
き
出
し
た
。

す
る
と
龍
の
突
進
を
片
手
一
本
で
食
い
止
め
た
。

『
グ
ゴ
オ
ォ
オ
ォ
ォ
オ
ォ
ォ
』
法
燈
は
喰
い
殺
そ
う
と
喰
ら
い
つ
く
、
…
が

「
法
燈
が
押
さ
れ
て
い
る
だ
と
！
？
そ
れ
も
片
手
で
だ
と
！
ッ
ク
こ
の
ま
ま
で

は
、

仕
方
が
な
い
あ
れ
を
使
う
し
か
、
呪
い
の
禁
術
。
紫
炎
術
を
…
」

「
は
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
」

焔
魔
の
呪
わ
れ
た
右
腕
か
ら
紫
色
の
炎
が
滲
み
出
る
。

「
が
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
あ
ぁ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

っ
っ
っ
っ
っ
は
ぁ
っ
！
！
！
！
！
」

紫
炎
の
力
を
法
燈
に
流
し
込
む
。
す
る
と
蒼
か
っ
た
炎
が
徐
々
に
紫
に
変
わ
っ

て
い
く
。

法
燈
は
紫
炎
の
力
に
よ
り
火
力
が
増
し
て
い
た
。

黒
い
影
は
も
う
片
方
の
手
を
突
き
出
し
た
。

「
フ
ン
ム
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
！
！
」

力
は
互
角
、
が
呪
い
の
力
は
格
段
に
火
力
が
上
が
る
が
、
体
力
の
消
耗
が
激
し

く
、
長
期
戦
に
は
向
か
な
い
。

「
一
気
に
決
め
る
！
！
」

「
う
ぐ
っ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
う
ぅ
ぅ
う
う
ぅ
う
う
ぅ
う
う
ぉ
ぉ
ぉ
お
ぉ
お
お
ぉ
お
あ

ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」

余
り
に
も
強
大
な
火
力
に
焔
魔
の
右
腕
は
焦
げ
付
い
て
い
た
。

「
こ
の
右
腕
が
無
く
な
ろ
う
と
も
お
前
だ
け
は
倒
す
！
！
」

「
は
ぁ
あ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
は
っ
！
！
！
！
！
！
」
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「
紫
炎
龍
・
焔
魔
燈
衝
咬
！
！
！
」

エ
ン
マ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
コ
ウ

『
ギ
ャ
オ
ォ
ォ
オ
ォ
オ
ォ
ン
　
グ
チ
ャ
グ
シ
ャ
…
ボ
ト
…
ボ
ト
、
ボ
ト
…
グ
シ

ャ
ン
！
！
！
！
！
』

紫
色
の
法
燈
は
影
の
腕
を
二
本
を
食
い
千
切
っ
た
所
で
息
絶
え
た
。

「
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
ァ
ァ
ア
ッ
ァ
ア
ア
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
」

黒
い
影
の
耳
を
劈
く
よ
う
な
鳴
声
が
響
き
渡
っ
た
。

『
バ
サ
バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
ッ
バ
サ
バ
サ
ッ
バ
サ
ァ
ア
ァ
バ
サ
ァ
ア
』

両
腕
を
失
っ
た
黒
い
影
は
天
に
舞
、
闇
夜
へ
と
消
え
去
っ
て
行
っ
た
。

「
…
闇
の
暗
殺
者
…
鴉
…
一
族
…
…
こ
れ
ほ
ど
の
力
だ
っ
た
と
…
は
」

『
バ
タ
ッ
！
！
』

「
焔
魔
様
！
！
！
」

「
ッ
！
！
」

「
ど
う
し
ま
し
た
！
？
烈
火
様
？
」

暗
い
森
の
道
を
立
ち
止
ま
る
、
烈
火
。

「
…
…
ぅ
…
…
ぅ
ん
っ
ぐ
…
…
と
…
…
父
さ
…
ん
っ
ぐ
が
ぁ
…
…
父
…
さ
ん
が

ぁ
！
！
」

突
然
泣
き
出
し
、
そ
の
ま
ま
泣
き
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
烈
火
様
！
？
烈
火
様
！
？
」

豪
炎
に
肩
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
烈
火
。
し
か
し
烈
火
は

「
父
さ
ん
が
ぁ
…
父
さ
ん
が
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
！
」

「
ま
…
ま
さ
か
焔
魔
様
が
！
？
？
」

「
う
ぐ
…
ぅ
っ
ぐ
…
ひ
っ
…
…
し
…
ひ
っ
く
…
し
…
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ぁ
ぁ
よ
お

お
ぉ
ぉ
お
！
！
！
」

命
の
灯
火
が
ひ
と
つ
消
え
た
。
あ
れ
ほ
ど
燃
え
盛
っ
て
い
た
命
の
灯
火
が
熄
え

た
。

『
ポ
ツ
…
…
ポ
ツ
…
ポ
ツ
ポ
ツ
…
ザ
ア
ァ
ー
ー
ー
ア
ァ
ー
』

暗
い
森
に
冷
た
い
雨
が
降
る
。

「
う
わ
ぁ
ぁ
あ
あ
ぁ
ぁ
ん
」

「
烈
火
様
…
」
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豪
炎
は
小
さ
く
蹲
る
烈
火
を
抱
き
し
め
た
。

「
大
丈
夫
で
す
。
烈
火
様
は
…
烈
火
様
は
私
が
お
守
り
し
ま
す
。

烈
火
様
の
命
は
、
焔
魔
様
と
の
約
束
は
…
こ
の
命
に
代
え
て
も
、
こ
の
豪
炎
が

お
守
り
し
ま
す
。
」

こ
の
日
を
境
に
俺
は
泣
く
事
は
無
か
っ
た
。

あ
の
日
俺
は
、
父
さ
ん
を
亡
く
し
た
。

そ
れ
は
十
年
前
の
話
だ
。

今
、
俺
は
復
讐
の
為
に
命
を
燃
や
し
て
い
る
。

豪
炎
と
共
に
あ
の
カ
ラ
ス
を
追
っ
て
、
父
の
仇
を
取
る
た
め
に
、

町
を
転
々
と
し
、
情
報
を
掻
き
集
め
た
、
が
何
ひ
と
つ
奴
等
に
関
す
る
情
報
が

無
い
。

何
一
つ
も
だ
、
こ
の
十
年
間
調
べ
歩
い
た
が
、
何
ひ
と
つ
情
報
が
無
い
。

炎
一
族
が
カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
た
あ
の
日
こ
と
は
、

「
炎
一
族
、
謎
の
失
踪
。
炎
一
族
全
滅
か
！
？
」

と
当
時
は
騒
が
れ
た
が
半
年
も
す
れ
ば
皆
そ
ん
な
事
は
忘
れ
、

今
と
な
っ
て
は
、
「
炎
一
族
？
何
そ
れ
、
お
い
し
い
の
～
？
」
っ
と
い
っ
た
感

じ
だ
。

炎
一
族
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
ま
る
で
元
々
存
在
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
。

父
が
死
ん
で
三
ヶ
月
後
、
当
時
同
盟
を
組
ん
で
い
た
雷
一
族
の
街
に
寄
っ
た
と

イ
カ
ズ
チ

き
、

「
炎
一
族
の
豪
炎
だ
、
雷
一
族
族
長
に
お
会
い
し
た
い
。
」

「
す
み
ま
せ
ん
。
ア
ポ
の
無
い
方
と
は
、
」

「
い
や
そ
ん
な
は
ず
は
！
我
々
は
炎
一
族
は
あ
な
た
方
と
同
盟
を
組
み
、
」

「
し
つ
こ
い
ぞ
！
我
ら
は
雷
一
族
は
炎
一
族
な
ど
知
ら
ん
し
、
同
盟
を
組
ん
だ

覚
え
は
無
い
！
お
い
！
衛
兵
！
」

「
も
う
い
い
、
帰
ろ
う
豪
炎
。
」

「
…
了
解
。
」

「
雷
一
族
な
ら
何
か
知
っ
て
い
る
か
と
思
っ
た
が
、
ま
さ
か
門
前
払
い
を
食
ら

う
と
は
」
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い
っ
た
い
ど
う
し
て
だ
、
ど
う
し
て
誰
も
炎
一
族
を
憶
え
い
な
い
の
だ
。

お
か
し
い
、
何
か
お
か
し
い
。
一
般
人
が
知
ら
な
く
て
も
、
雷
一
族
が
我
々
を

知
ら
な
い
の
は
、
お
か
し
い

あ
や
し
い
、
何
か
あ
や
し
い
。
雷
一
族
は
何
か
隠
し
て
い
る
。
カ
ラ
ス
と
の
関

連
性
も
無
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

く
や
し
い
、
何
か
く
や
し
い
。
誰
も
炎
一
族
知
ら
な
い
し
。
カ
ラ
ス
に
関
す
る

情
報
も
ゼ
ロ
だ
。

そ
う
思
っ
て
も
今
と
な
っ
て
は
十
年
近
く
前
の
出
来
事
だ
っ
た
。
も
う
炎
一
族

な
ど
、
い
な
い
に
等
し
い
。

「
俺
ら
二
人
で
は
炎
一
族
を
名
乗
っ
て
も
誰
も
信
用
し
な
い
し
、
誰
も
憶
え
て

い
な
い
…
滅
び
た
も
当
然
だ
な
」
フ
ッ
と
笑
う
烈
火
で
あ
っ
た
。

「
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
！
烈
火
様
！
私
達
が
生
き
て
い
る
限
り
炎
一
族

は
滅
び
ま
せ
ん
！
」

「
…
そ
う
だ
な
。
す
ま
な
い
な
、
豪
炎
。
」

「
そ
ん
な
、
私
は
た
だ
、
」

「
い
や
、
豪
炎
に
は
感
謝
を
し
て
い
る
ん
だ
。
あ
の
日
家
族
を
失
っ
て
俺
の
心

は
今
に
も
消
え
そ
う
で
い
た
、
そ
の
心
に

再
び
火
を
灯
し
て
く
れ
た
ん
だ
。
俺
に
は
父
さ
ん
以
外
家
族
は
い
な
か
っ
た
け

ど
、

お
姉
さ
ん
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
な
と
思
え
た
ん
だ
。
い
ま
ま
で
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
！
豪
炎
！
」

「
そ
そ
そ
そ
ん
な
事
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
照
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。
」

「
ハ
ハ
ハ
ッ
」

烈
火
た
ち
は
街
の
寂
れ
た
居
酒
屋
で
豪
炎
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
。

烈
火
は
時
計
を
凝
視
し
て
い
た
。
『
チ
ッ
チ
ッ
チ
…
ゴ
ー
ン
…
ゴ
ー
ン
』
午
前

零
時
に
鐘
が
な
っ
た
。

「
あ
れ
か
ら
、
十
年
か
ぁ
…
皮
肉
な
も
ん
だ
な
、
誕
生
日
が
父
さ
ん
の
死
ん
だ

日
と
同
じ
な
ん
て
…
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
ち
ゃ
あ
、
素
直
に
誕
生
日
お
め
で
と
う
っ
て
言
え
な
い

じ
ゃ
、
あ
り
ま
せ
ん
か
！
烈
火
様
！
」
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「
そ
う
だ
よ
な
、
す
ま
な
い
な
。
」

っ
と
そ
の
と
き
、
厨
房
の
奥
か
ら

「
お
い
バ
イ
ト
！
！
サ
ボ
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
！
真
面
目
に
や
れ
！
」

「
…
す
み
ま
せ
ん
。
」

頭
を
下
げ
る
二
人
だ
っ
た
。

『
ガ
ラ
ガ
ラ
』

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
こ
ち
ら
の
お
席
へ
ど
う
ぞ
！
」

豪
炎
が
席
を
案
内
す
る
。

「
ご
注
文
の
方
お
決
ま
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
お
呼
び
く
だ
さ
い
。
」

と
言
い
放
ち
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
ど
る
。

「
…
す
い
ま
せ
ー
ん
！
生
三
つ
下
さ
い
。
」

注
文
を
言
う
客
に
烈
火
と
豪
炎
は
声
を
合
わ
せ
て
言
っ
た
。

「
は
い
っ
！
！
よ
ろ
こ
ん
で
ぇ
ぇ
ー
ー
！
！
！
」

終
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

とある一族の話。
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